認定調査票（特記事項）

概況
	


１　身体機能・起居動作に関連する項目についての特記事項
1-1麻痺等の有無，1-2拘縮の有無，1-3寝返り，1-4起き上がり，1-5座位保持，1-6両足での立位，1-7歩行，1-8立ち上がり，1-9片足での立位，1-10洗身，1-11つめ切り，1-12視力，1-13聴力
	（1）脳血管疾患の後遺症により下半身に麻痺があり、確認動作が行えなかった。他の部位については問題なし。

	（3、4）寝返りは問題なく行った。起き上がりはベッドの柵につかまって行った。

	（5）手で支えれば安定して座位を保持できているので、「自分で支えれば可」を選択。

	（6、7）支えがなければ、立位はできない。歩行は、手すり等につかまり時間をかけてゆっくり歩けば５ｍは可。

	（8）座面に手を付いて力を入れてゆっくり立ち上がる。

	（10）娘が訪問したときに入浴し、娘が全身を洗っている。入浴は週に３回程度。

	（11）娘が訪問時に適宜行っている。


２　生活機能に関連する項目についての特記事項 
2-1移乗，2-2移動，2-3えん下，2-4食事摂取，2-5排尿，2-6排便，2-7口腔清潔，2-8洗顔，2-9整髪，2-10上衣の着脱，2-11ズボン等の着脱，2-12外出頻度
	（1）定義される移乗の機会はないが、能力、本人意欲も含め総合的に判断して介助は必要ないとした。

	（2）下肢筋力の低下があり、家具等につかまりながらゆっくりと歩いて移動。特に介助は行われていないため「介助され

	ていない」を選択。歩行は相当にゆっくり時間をかけて行っている。

	　　　通院時は、娘同行。屋外歩行時は腰に手を添えることもあるとのことだが、基本的に介助はない。

	（4）自分で摂取できる。

	（5、6）昼夜とも一人でトイレに移動し排尿、排便をしている。トイレは特に汚れておらず、行為は自立していると思われ

	　　　る。娘によると、排尿、排便ともにトイレ利用で娘訪問時も介助していないとのこと。しかし、訪問時、はいていた

	ズボンも濡れており、部屋からも尿臭がしたことから、トイレに間に合わないケースがあると考えられる。

	早めの声かけのために排尿については「見守り等」を選択する。

	（10、11）同じ服を数日にわたり着ていることが多いとの本人談。娘の訪問時にボタンやズボンの引き上げなど介助がある

	ため「一部介助」を選択する。

	（12）月に二回、通院のため娘の車で外出あり。


３　認知機能に関連する項目についての特記事項
3-1意思の伝達，3-2毎日の日課を理解，3-3生年月日を言う，3-4短期記憶，3-5自分の名前を言う，3-6今の季節を理解，3-7場所の理解，3-8徘徊，3-9外出して戻れない

	（7）自宅にいることは理解しているが、町名は昔住んでいた場所を答える。「できない」を選択。


４　精神・行動障害に関連する項目についての特記事項　
4-1被害的，4-2作話，4-3感情が不安定，4-4昼夜逆転，4-5同じ話をする，4-6大声を出す，4-7介護に抵抗，4-8落ち着きなし，4-9一人で出たがる，4-10収集癖，4-11物や衣類を壊す，4-12ひどい物忘れ，4-13独り言・独り笑い，4-14自分勝手に行動する，4-15話がまとまらない
	（5）娘訪問時に、数分前に話したことを何度も繰り返すことが、ここ数ヶ月、月に1～2回あるとのこと。聞き流している。

	（12）娘訪問時に電話で買い物を頼む際、すでに買ったことを忘れて同じものを再度依頼することがあるとのこと。説明

	しても納得しないこと、週１回以上あることから「ある」を選択。結果的に買わずに訪問しても、依頼したことを

	　　　忘れているので問題にはなっていない。


５　社会生活への適応に関連する項目についての特記事項　　
5-1薬の内服，5-2金銭の管理，5-3日常の意思決定，5-4集団への不適応，5-5買い物，5-6簡単な調理
	（1）飲み残しがある。降圧剤を継続服薬するよう医師から指示があるが、介助者不在のため、管理できていない。

	　　飲む量の指示が必要と考え、「一部介助」を選択する。

	（2）訪問販売で高額な商品を買わされてから、通帳は娘が管理し、大きな金額を持たせないようにしている。

	（5）娘の訪問時に必要なものは、全て買って持ってくる。電話で依頼してくることもあるが、依頼内容は妥当ではない。

	（6）訪問時に娘が料理を作っておくので、それを食べている。電子レンジの使い方が分からないと言い、加熱はせずに

	　　 そのまま食べている。娘が訪問しない日は、配食サービスを利用。


７　日常生活自立度に関連する項目についての特記事項　　
7-1障害高齢者の日常生活自立度（寝たきり度），7-2認知症高齢者の日常生活自立度
	（1）下肢の麻痺があるため、外出はほとんどない。日中は居間でテレビを見ている。「A2」を選択する。

	（2）住所の理解が間違っているが、日常生活上大きな問題にはなっていないと考えられるため、「Ⅰ」を選択する。


調査日　平成○年○月○日　　　保険者番号　　      　　　　被保険者番号　　　 　　　














